













執規 1 条・21 条）、そこには、①執行債権者および執行債務者並びに代理
人、②第三債務者、③債務名義、④強制執行の方法、⑤目的債権の種類・
額その他これを特定するに足りる事項、⑥債権の一部を差し押さえる場
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たときに生じること（民執 145 条 4 項）をも併せて考慮すると、民事執
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桐蔭法学 19 巻 2 号（2013 年）
（1）債権差押え命令に関する裁判例
（ⅰ）肯定したもの

























本店および同県の 2 市内に所在する 14 支店に順位を付した預金債権に対
する差押えの申立ては、債務者の氏名にふりがなが付され、生年月日が
付記されていること、いわゆる限定的支店順位方式の差押命令を受けた






・裁判例③：大阪高決平成 19 年 9 月 19 日判タ 1254 号 328 頁、金商 1279
号 14 頁 37
〔事案〕　債権者Ｘは、債務者Ｙが預金債権を有する銀行に対する預金債
権を、本店、次いで別紙記載の支店の順位によると指定した上、請求債





















・裁判例④：東京高決平成 23 年 1 月 11 日金法 1918 号 109 頁、金商 1363
号 37 頁 38
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・裁判例⑥：東京高裁平成 23 年 3 月 30 日金法 1922 号 92 頁、金商 1365
号 40 頁
〔事案〕　債権者Ｘは、125 万 3321 円の請求債権に基づき、債務者がＺ 1
～Ｚ 3 銀行に対して有する預金債権を差押債権目録に表示して、上記請
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預金債権の差押えと差押債権の特定（清水  宏）
・裁判例⑦：東京高決平成 23 年 6 月 21 日金法 1926 号 122 頁
〔事案〕　債権者Ｘは、38 万 3053 円の請求債権に基づき、債務者Ｙが預金
債権を有する 3 つの金融機関につきそれぞれ、12 万円、12 万円、そして
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・裁判例⑧：東京高決平成 23 年 6 月 22 日判時 2122 号 82 頁、判タ 1355
号 243 頁



















弁護士法 23 条の 2 に基づく照会がされたにもかかわらず、銀行等が正当
な理由なく回答を拒んだときは、債権者としては取扱店舗を特定するこ
とができないままで債権差押命令の申立てをせざるを得ない場合がある
ということができる。本件第三債務者が弁護士法 23 条の 2 に基づく照会
に回答しなかったのは、相手方の同意がないことを理由とするものであっ
て、預金の有無等の調査が不可能又は著しく困難であることを理由とす










命令を発したものとして、静岡地裁下田支決平成 22 年 8 月 26 日、水戸
地裁龍ヶ崎支決平成 22 年 9 月 28 日、および神戸地裁姫路支決平成 22 年
10 月 12 日がある 39。
（ⅱ）否定したもの
・裁判例⑨：東京高決平成 5 年 4 月 16 日高民集 46 巻 1 号 27 頁 40
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桐蔭法学 19 巻 2 号（2013 年）
・裁判例⑪：東京高決平成 14 年 9 月 12 日判時 1808 号 77 頁 41
〔事案〕　債権者Ｘは、債務者ＹがＺ 1 ～Ｚ 5 銀行に対して有する預金債
権に対し、東京都千代田区を所在地とする本店及び支店（それぞれにつき、
7 支店、11 支店、10 支店、12 支店、6 支店）について順序を付し、各支
















































・裁判例⑬：高松高決平成 18 年 4 月 11 日金法 1243 号 12 頁 42
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・裁判例⑭：東京高決平成 18 年 7 月 18 日金法 1801 号 56 頁 43
〔事案〕　債権者Ｘは、債務者Ｙ 1・Ｙ 2 に対して、それぞれ 2677 万 9826
円および 892 万 6311 円の債権を有しているところ、Ｙ 1 らが第三債務者
Ｚ 1・Ｚ 2 銀行に対して有する預金債権及び貯金債権につき、Ｚ 1 の東京
都内及び神奈川県内の 32 の支店に順序を付して、Ｙ 1 につき債権額の内
1677 万 9826 円、およびＹ 2 につき 642 万 6311 円に満つるまでとし、また、
Ｚ 2 の全国の 11 の貯金事務センターに順序を付して、Ｙ 1 につき債権額
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・裁判例⑰：東京高決平成 23 年 5 月 16 日判時 2111 号 38 頁、判タ 1347
号 248 頁 44
〔事案〕　債権者Ｘは、債務者ＹがＺ 1 ～Ｚ 3 銀行に対して有する預金債
権について差押命令を申し立てたが、その申立書において、差押え債権



















04清水先生n.indd   197 13/03/05   12:19
198


























・裁判例⑲：仙台高秋川支決平成 23 年 5 月 18 日金法 1926 号 106 頁、金
商 1376 号 26 頁
〔事案〕　債権者Ｘは、債務者Ｙに対しする 40 万 1260 円の債権の内、Ｙが
第三債務者であるＺ 1 ～Ｚ 3 銀行に対し有する預金債権につき目録記載
の順序で、各 15 万円、15 万円、10 万 1260 円に、それぞれ満つるまでの
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・裁判例㉑：東京高決平成 23 年 6 月 14 日金商 1376 号 29 頁、金法 1931
号 36 頁


































・裁判例㉒：東京高決平成 23 年 6 月 30 日金法 1926 号 126 頁
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・裁判例㉔：東京高決平成 17 年 10 月 5 日判タ 1213 号 310 頁、金法 1765
号 55 頁 46
〔事案〕　債権者Ｘは、債務者ＹがＺ 1 ～Ｚ 3 銀行に対して有する預金債
権について、Ｚ 1 に対しては、被保全債権額の内 105 万円に満つるまで、
本店を第 1 順位とし、第 2 順位以下の順序を付して同銀行の埼玉県に所
在する支店 13 店を、Ｚ 2 に対しては、被保全債権額の内、40 万円に満つ
るまで、同銀行の本店を第 1 順位とし、第 2 順位以下の順序を付して同
銀行の埼玉県に所在する 17 支店を、Ｚ 3 に対しては、被保全債権額の内
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・裁判例㉕：東京高決平成 18 年 6 月 19 日判時 1937 号 91 頁、判タ 1222
号 306 頁 47
〔事案〕　債権者Ｘは、137 万 5000 円の債権を保全するため、これを 70 万
円と 67 万 5000 円に割り振り、被保全債権の内 70 万円については、第三




債権として仮差押えを申し立てた。また、67 万 5000 円については、第三
























とに加え，本件仮差押えの目的物となる預金債権の総額が 70 万円及び 67
万 5000 円にとどまり，預金の取扱い店舗も新宿及び池袋周辺に近接する
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・裁判例㉗：東京高決平成 17 年 9 月 7 日判時 1908 号 137 頁、判タ 1189
号 337 頁 49
〔事案〕　債権者Ｘは、債務者Ｙに対する 231 万 4200 円の債権を被保全債
権として、ＹがＺ 1 銀行、Ｚ 2 信用金庫及びＺ 3 銀行に対して有する預
金債権につき、Ｚ 1 銀行については埼玉県内の本店及び 36 支店に順序を
付して被保全債権の内 31 万 4200 円に満つるまで、Ｚ 2 信用金庫について
は青梅市の本店及び埼玉県内の 3 支店に順序を付して被保全債権の内 100
万円に満つるまで、Ｚ 3 銀行については宇都宮市の本店及び埼玉県内の
3 支店に順序を付して被保全債権の内 100 万円に満つるまでとした上、そ
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明らかである。第三債務者である各金融機関の 4 ないし 37 の本店及び支
店を列挙しこれに順序を付して仮差押債権を表示する限定的支店順位方
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案の詳細が不明な 3 つを加えた 7 件である。そして、限定的支店順位方
式を採る場合の支店数は、裁判例①では 3 店舗、②では 15 店舗、③では






では 4 つの法人第三債務者に対してそれぞれ、8 店舗、13 店舗、11 店舗、
及び 7 店舗、⑬では店舗数不明、⑭では 2 つの法人第三債務者に対して、





㉔では 3 つの法人第三債務者に対してそれぞれ、14 店舗、18 店舗、及び
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預金債権の差押えと差押債権の特定（清水  宏）
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　また、金融機能の再生に関する緊急措置に関する法律（平成 10 年 10
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預金債権の差押えと差押債権の特定（清水  宏）
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桐蔭法学 19 巻 2 号（2013 年）
４、新たな問題の発生
（1）東京高決平成 23 年 10 月 26 日 72


























































護士法 23 条の 2 に基づく照会の手続を経たにもかかわらず、第三債務者
らが、相手方の同意がないことなど正当と認め難い理由により、相手方
名義の預金の有無及び取扱店舗等を開示しなかったことから、差押債権
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  2　鈴木忠一・三ケ月章『注解民事執行法（4）』（第一法規、1985 年）384 頁〔稲
葉威雄〕、中野貞一郎『民事執行法増補新訂六版』（青林書院、2010 年）
663 頁
  3　佐藤歳二『実務・保全執行法講義〔債権法編〕』（民事法研究会、2006 年）
316 頁、松本博之『民事執行保全法』（弘文堂、2011 年）259 頁。
 4　前掲注 2・384 頁〔稲葉〕、中野貞一郎『判例問題研究強制執行法』（有斐閣、
1975 年）122 頁以下。
 5　中野前掲注 2・669 頁、松本前掲注 3・259 頁、福永有利『民事執行法民
事保全法第 2 版』（有斐閣、2011 年）182 頁、佐藤前掲注 3・316 頁、斎
藤＝飯塚編前掲注 1・264 頁、浦野雄幸編『基本法コンメンタール民事
執行法 [ 第六版 ]』（日本評論社、2009 年）422 頁〔白川和雄〕、香川保
一監修・吉野衛・三宅弘人執筆代表『注釈民事執行法６』（きんざい、





和 30 年 5 月 19 日高民集 8 巻 4 号 320 頁参照。
 6　中野前掲注 2・669 頁、東京地方裁判所民事執行センター実務研究会編『民
事執行の実務第 3 版債権執行編上』（きんざい、2012 年）100 頁など。
 7　香川前掲注 5・60 頁〔田中〕、東京地裁前掲注 6・101 頁など。
 8　最判昭和 46 年 11 月 30 日判時 653 号 90 頁。
 9　注解前掲注 2・387 頁〔稲葉〕、東京地裁前掲注 5・108 頁、福永前掲注 5・










債権の包括的差押えとその限界」判タ 1233 号 105 頁
13　大阪地判昭和 45 年 2 月 10 日金法 580 号 22 頁など。
14　東京地判昭和 41 年 4 月 15 日判タ 191 号 177 頁など。
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前掲注 4・143 頁以下、大澤前掲注 12・106 頁。
20　大澤前掲注 12・105 頁。
21　松本前掲注 3・259 頁以下、佐藤前掲注 3・320 頁以下、東京地裁前掲注
6・108 頁、深沢前掲注 5・485 頁、斎藤＝飯塚編前掲注 1・265 頁〔鈴木〕
など参照。










扱店舗の特定」金法 1767 号 26 頁以下。
27　包括的差押え方法の分類については、松本前掲注 3・260 頁以下、滝澤
孝臣「銀行の複数支店の預金債権に対する差押え命令の申立てと差押債
権の特定」金法 1928 号 66 頁以下など。
28　滝澤前掲注 27・66 頁注 4、70 頁。
29　滝澤前掲注 27・67 頁注 9.




ての特定（積極）」判時 1600 号 194 頁（判評 461 号 32 頁）、大澤前掲注
12・115 頁以下など。






いる。たとえば、東京高決平成 23 年 1 月 11 日金法 1918 号 109 頁、金
商 1363 号 37 頁参照。
35　本件の評釈としては、高田昌宏「差し押さえるべき債権の特定」伊藤眞
ほか編『民事執行法判例百選』（有斐閣）128 頁、坂田前掲注 30・191 頁、
小沢征行「複数支店における債務者の預金債権に順序を付して差押命令
をなすことを認めた決定」金法 1479 号 4 頁、吉田光碩「差押債権の特
定性と実務対応」銀法 537 号 4 頁、戸田彰子「執行債権者が同一銀行の
三支店における執行債務者の預金債権に順序を付して差押を申し立て
た場合に差押債権が特定されているとされた事例」判タ 978 号 214 頁、
大西武士「預金債権差押命令申立書における取扱店舗の列挙が許される
場合」判タ 951 号 93 頁などがある。
36　本件の評釈としては、石川真紀子「同一銀行の本店及び複数の支店に順
位を付した預金債権に対する差押の申立て（限定的支店順位方式）が差




定」金法 1929 号 48 頁以下などがある。
39　濱田広道「支店番号により順位付けがなされた差押命令への対応」金法
1913 号 4 頁以下参照。
40　本件の評釈としては、高田前掲注 35・128 頁、住吉博「預金債権に対す
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る差押命令の申立書において当該債権の取扱店舗を表示することを要
するか」判時 1476 号 219 頁（判評 420 号 49 頁）、鈴木正和「取扱店舗




差押債権が特定されているとは言えない」判タ 852 号 248 頁以下、大西
武士「取扱店舗を特定しないで預金債権を差し押さえることの可否」Ｎ
ＢＬ 556 号 61 頁以下などがある。
41　本件の評釈としては、三上徹「取扱支店を特定しない差押命令」金法
1675 号 4 頁などがある。
42　本件の評釈としては、坂庭正将「限定的支店順位方式による預金債権（仮）
差押え」判タ 1245 号 226 頁などがある。
43　本件の評釈としては、大澤知子「金融機関の支店等を列挙してこれに順
序を付して差押債権を表示する限定的支店順位方式による差押預金債









預金取扱店舗として、同一銀行の本店および同一県内の 13 ないし 17 の
支店に順位を付して表示する方式が仮差押債権の特定として十分か」金
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預金債権の差押えと差押債権の特定（清水  宏）




33 号 158 頁、村田典子「複数店舗に順位を付した預金債権仮差押申立て」
ジュリ 1356 号 223 頁、坂本寛「各金融機関の 4 ないし 37 の本店及び支
店を列挙し、順序を付して預金債権を表示する方式による仮差押命令申
立てが仮差押債権の特定にかけるとされた事例」判タ 1215 号 242 頁な
どがある。
50　小林明彦「本来は第三債務者の免責要件と財産開示制度の拡充の問題」






ト調査結果をもとにして－」金法 1771 号 30 頁以下参照。なお、いわゆ
る名寄せシステムの現状について報告したものとして、小柳津一之「名
寄せシステム上の問題点－実務の現場から－」銀法 732 号 32 頁以下。
52　三上徹「全店差押えと実務の実情」金法 1931 号 41 頁。
53　たとえば、大判大正 2 年 4 月 12 日民録 19 輯 224 頁や最判昭和 40 年 11
月 19 日民集 19 巻 8 号 1986 頁などは、民法 478 条類推適用に対して否
定的である。これらに対して、星野栄一「判批」法協 83 巻 6 号 135 頁
などは肯定的な立場を採る。なお、上原前掲注 31・5 頁。
54　笠井正俊「複数の店舗が取り扱う預金債権の差押命令申立ての適法性に
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多い。
56　新堂幸司「預金の差押えをめぐる諸問題」鈴木竹雄編『新銀行実務講座』
（有斐閣、1967 年）299 頁、我妻栄編集代表『銀行取引判例百選 [ 新版 ]』（有
斐閣、1972 年）198 頁〔谷口安平〕、吉原省三「銀行預金に対する差押え」
鈴木忠一・三ケ月章『新・実務民事訴訟講座１２民事執行』（日本評論社、
1984 年）378 頁、385 頁、深沢前掲注 5・482 頁、上原前掲注 31・7 頁、








58　澤井種雄「預金の差押と債権の特定」金法 689 号 25 頁など。
59　坂田前掲注 30・195 頁など。
60　宮脇幸彦「仮差押え仮処分」『基本金融法務講座 4 巻（回収　第 1）』（金
融財政事情研究会、1960 年）527 頁、清水前掲注 19・60 頁以下、住吉
前掲注 40・221 頁、大西武士前掲注 35・95 頁、滝澤前掲注 27・75 頁、








741 号 4 頁以下、小川幸三＝荒井隆男「預金契約からの暴力団排除手続
の実際」銀法 750 号 36 頁以下など参照。
63　高田昌宏「差し押えるべき債権の特定」上原敏夫・長谷部由起子・山本
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和彦『民事執行・保全判例百選 [ 第二版 ]』（有斐閣、2012 年）103 頁
64　上原前掲注 31・15 頁の注（11）で述べられているように、1989 年改正
アメリカ商事統一法典 4A・502 条ｂはひとつの参考例となろう。
65　本件の評釈としては、小原正照「全店一括順位付け方式による預金債権
差押命令の申立てと差押債権の特定」平成 23 年重判解 137 頁以下、高
田前掲注 63・102 頁以下、浅井弘章「金融機関の全ての店舗を対象にし
て店舗に順位を付する方法による預金債権差押命令の申立ての適法性
（消極）」銀法 737 号 60 頁、古賀政治「最三決平成 23・9・20 が示した
差押債権の特定の意義」金判 1378 号 1 頁、堀口久「本最高裁決定の概
要と解説」銀法 738 号 5 頁以下、吉田純平「預金債権に対する差押えに
おける被差押債権の特定」駒澤法学 11 巻 4 号 95 頁以下、池田曜生「預
金債権の差押えの特定－最高裁平成 23 年 9 月 20 日決定の検討－」銀法
745 号 18 頁以下など。
66　たとえば、浅井同上、中原利明「銀行の実務処理に理解を示してくれた
決定」銀法 738 号 9 頁、松田克之「大阪地方裁判所第 14 民事部（執行
部）における支店番号順位方式による預貯金債権差押命令申立ての取扱
いについて」銀法 738 号 15 頁など





68　こうした指摘をするものとして、堀口前掲注 65・7 頁、三上前掲注 52・
40 頁、岡本同上、下村眞美「民事執行関係重要判例の回顧」新民事執




72　判時 2130 号 4 頁、金商 1380 号 52 頁、金法 1933 号 9 頁。
73　中原前掲注 66・9 頁、下村前掲注 68・157 頁。
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桐蔭法学 19 巻 2 号（2013 年）
74　中原同上。
75　小林前掲注 50・39 頁、古賀前掲注 65・1 頁、高田前掲注 65・103 頁、
下村前掲注 68・157 頁、吉田前掲注 65・108 頁など。
（しみず・ひろし　桐蔭横浜大学大学院法務研究科教授）
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